平成14年11月18日

RI管理室

ミニバイアルと標準バイアルの比較について

10月15日のRI施設利用者会議において、液体シンチレータ廃液量を減らすためにミニバイアルを普及させたいと施設管理者側から提案がありました。その際、利用者の代表者から20 ml標準バイアルと比較した資料が求められ、RI管理室はそれぞれの市販バイアルについて情報をまとめると共に比較試験を行いました。その結果を下記のとおり報告します。研究室の皆さんご検討下さい。

市販バイアルの種類と特性

	種　類
	内容積
	市販単価
	気密性
	対薬品性

	低カリガラスバイアル
	20 ml
	7800円/100ｹ
	○
	○

	
	7 ml
	10000円/200ｹ
	○
	○

	ポリエチレンバイアル
	20 ml
	5000円/100ｹ
	x
	△

	
	7 ml
	3500円/100ｹ
	x
	△


市販単価は平成14年10月現在のものです。

1． ミニバイアルの特長

　長所　（１）バイアル単価が安い

　　　　（２）シンチレータ使用量は半分以下になる

　　　　（３）廃液、容器の廃棄物量が半分以下になる。

　　　　（４）自然計数率は低くなる。

　短所

（1） 小型試料管であるため試験管立てのような支持具がいつも必要であり、取扱いにも注意を払わなければならない。

（2） 同じ試料濃度に調製すると、試料添加量は標準バイアル半分以下になるので試料の計数率は半分以下になる。ただし、標準バイアルを測定試料の全量10 ml以下で使用していた場合は、ミニバイアルでも試料の計数率はほとんど変わらない。

　

　市販バイアル容器の大きさ（外部寸法）

　　　　標準バイアル：　25～29 mm(, 高さ　52～56 mm

　　　　ミニバイアル：　16～18 mm(, 高さ　52～56 mm

２．液体シンチレータ中の試料液濃度を一定にしたとき、P-32計数効率は市販バイアルの種類に影響されない。

　　実験条件　　標準溶液　　　　　 :　P-32　2.88 x 105 dpm/ml, 

　　　　　　　　 乳化シンチレータ　 :　クリアゾル

　　　　　　     測定器　　　　　　 :  Aloka　6100型　

    　　　　     測定時間　　　　　 :  2 min 　

　　　　　　    ｳｲﾝﾄﾞｳ設定　　　　 :  Aチャネル　1～1000　
	試料の組成（ミニバイアル用組成）

	試料番号
	No.1
	No.2
	No.3
	No.4
	No.5

	乳化ｼﾝﾁﾚｰﾀ
	15 ml (6 ml)

	蒸留水
	2.0 ml (0.8 ml)

	P-32標準液
	20 (l
	40 (l
	60 (l
	80 (l
	100 (l

	測 定 値 [cpm]

	ｶﾞﾗｽ標準バイアル
	5122 ( 51
	10509 ( 73
	15880 (89
	20770(100
	26410(115

	ｶﾞﾗｽﾐﾆバイアル
	5079 ( 51
	10394 ( 72
	15806 (89
	20970(103
	26440(115

	ﾎﾟﾘ標準バイアル
	5405 ( 52
	10509 ( 73
	15648 (89
	20857(102
	26393(115

	ﾎﾟﾘﾐﾆバイアル
	5331 ( 52
	10194 ( 72
	15695 (89
	20820(102
	26080(114
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３．3Hベータ線測定の計数効率は市販バイアルの種類に影響されない

　　実験条件　　標準溶液　　　　　 :　H-3　612 dpm/ml, 

　　　　　　　　 乳化シンチレータ　 :　クリアゾル

　　　　　　     測定器　　　　　　 :  Aloka　6100型　

    　　　　     測定時間　　　　　 :  10 min 　

　　　　　　    ｳｲﾝﾄﾞｳ設定　　　　 :  Aチャネル　0.5 – 20
	バイアルの種類
	試料組成

	
	３H標準試料
	乳化シンチレータ

	標準ガラスバイアル
	0.5 ml, 1.0 ml
	10 ml

	標準ポリバイアル
	
	10 ml

	ミニガラスバイアル
	
	5 ml

	ミニポリバイアル
	
	5 ml

	測定結果

	試料番号
	No.1
	No.2

	３H標準試料の添加
	0.5 ml
	1.0 ml

	標準ガラスバイアル
	113.9 ( 3.9
	242.6 ( 5.4

	標準ポリバイアル
	119.6 ( 3.8
	267.4 ( 5.8

	ミニガラスバイアル
	99.9 ( 3.7
	210.2 ( 4.9

	ミニポリバイアル
	120.6 ( 3.8
	239.6 ( 5.5


結論

　標準バイアルとミニバイアルは、3Hおよび32Pのβ線について計数効率の差はないことから、他のβ核種の測定においても同様に差はないものと推定される。

４．ミニバイアルは標準バイアルよりも自然計数率が小さい

実験条件　
　　　　　　乳化シンチレータ（クリアゾル）：　15 ml (6 ml)

　　　　　　　蒸留水　　　　　　　　　　　　：　2.0 ml (1.0 ml)

　　　　　　測定器　　　　　　 :  Aloka　6100型　

    　　　　測定時間　　　　　 :   10 min 　

　

注）（カッコ）内の数値はミニバイアルに添加した量を示す。

表　自然計数率の測定結果

	
	チャネル領域別の自然計数率　[cpm]

	対象核種

チャネル領域
	H-3

0.05～20
	C-14

0.05～200
	P-32

0.05～500

	ｶﾞﾗｽ標準バイアル
	21.5 ( 1.5
	38.8 ( 2.0
	47.8 ( 2.2

	ポリ標準バイアル
	13.2 ( 1.1
	28.9 ( 1.7
	38.4 ( 2.0

	ｶﾞﾗｽミニバイアル
	14.1 ( 1.2
	21.2 ( 1.5
	24.1 ( 1.6

	ﾎﾟﾘミニバイアル
	10.1 ( 1.0
	18.9 ( 1.4
	22.8 ( 1.5


      図２．バイアルの種類と自然計数率
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図１．バイアルとP-32測定効率
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